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※平成 22 年５月１日付で、当社子会社である旧池田銀行と旧泉州銀行は、存続会社を旧池田銀行として合併し、

商号を池田泉州銀行に変更しております。このため、池田泉州銀行単体においては、合併後に残高・損益の計

数が以前と比較して変動しております。 

上記の理由により、本決算説明資料においては、池田泉州銀行【単体】の計数について、各期の比較のため、

以下の計数を記載しております。 

 

・平成 22 年６月期及び平成 23 年３月期の計数は、特に記載のない限り、旧池田銀行（平成 22 年５月

以降は池田泉州銀行）と旧泉州銀行（平成 22 年４月）の計数を単純合算したものです。 

 

なお、記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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１．主要損益の状況 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 池田泉州ホールディングス【連結】 
〈連結損益計算書・連結包括利益計算書ベース〉 
連結損益計算書 
                                             （百万円） 

   
 

 
23 年６月期 

 22 年６月期比
22 年６月期 

  
23 年３月期 
（参考） 

1 連結粗利益 18,902 △2,486 21,388  85,933

2  資金利益 15,378 932 14,446  63,286

3  役務取引等利益 3,084 2 3,082  12,160

4  その他業務利益 439 △3,421 3,860  10,485

5 営業経費（△） 14,344 △33 14,377  57,089

6 不良債権処理額（△） ① 6,069 833 5,236  17,801

7  うち偶発損失引当金戻入益 △47 △47 ―  ―

8  うち償却債権取立益 △236 △236 ―  ―

9 株式等関係損益 △1,717 △908 △809  △1,740

10 持分法による投資損益 10 △27 37  155

11 その他 △500 △928 428  △1,925

12 経常利益 △3,719 △5,151 1,432  7,532

13 特別損益 △85 △2,275 2,190  1,459

14  うち償却債権取立益 ② ― △360 360  1,863

15  うち貸倒引当金戻入益 ③ ― △1,944 1,944  ―

16 税金等調整前四半期純利益 △3,804 △7,426 3,622  8,991

17 法人税等合計（△） △805 △666 △139  1,222

18  法人税、住民税及び事業税（△） 244 46 198  347

19  法人税等調整額（△） △1,050 △713 △337  874

20 少数株主損益調整前四半期純利益 △2,998 △6,759 3,761  7,769

21 少数株主損益（△） 146 252 △106  78

22 四半期純利益 △3,145 △7,013 3,868  7,690

23 与信関連費用 ①－②－③ 6,069 3,138 2,931  15,937

 

連結包括利益計算書 
20 少数株主損益調整前四半期純利益 △2,998 △6,759 3,761  7,769

24 その他の包括利益合計 5,989 △5,656 11,645  208

25  その他有価証券評価差額金 5,977 △5,668 11,645  227

26  繰延ヘッジ損益 11 11 0  △19

27 包括利益 2,990 △12,417 15,407  7,977

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用） 

   ２．従来、「引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、特別損益に計上しておりましたが、「金融商品会計に関する実務指針」(日

本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号)に基づき、平成 23 年６月期より、臨時損益として、不良債権処理額の控除項目と

して表示しております。 

 当第１四半期連結累計期間の連結粗利益は、資金利益の増加もありましたが、国債等債券売却益の減少によ

り、22 年６月期比 24 億 86 百万円減少して 189 億２百万円となりました。 

 営業経費は、22 年６月期比 33 百万円減少して 143 億 44 百万円となりましたが、健全性を一層充実させるた

めに不良債権の前倒処理を実施したことにより、不良債権処理額は、22 年６月期比８億 33 百万円増加して 60

億 69 百万円となりました。また、株式関係損益は、株式等償却が増加したことから、17 億 17 百万円の損失計

上となりました。 

 以上の結果、経常損益は、22 年６月期比 51 億 51 百万円減少して 37 億 19 百万円の経常損失となり、法人税

等合計並びに少数株主損益を計上後の四半期純損益は、22 年６月期比 70 億 13 百万円減少して 31 億 45 百万円

の四半期純損失となりました。 
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（２） 池田泉州銀行【単体】 

                                                 （百万円） 
   
 

 
23 年６月期 

 22 年６月期比
22 年６月期 

  
23 年３月期 
（参考） 

1 業務粗利益 16,680 △2,836 19,516  76,809

2  資金利益 15,371 942 14,429  63,240

3  役務取引等利益 885 △342 1,227  3,377

4  その他業務利益 422 △3,438 3,860  10,191

5 経費（△） 12,846 △334 13,180  51,276

6  うち人件費（△） 6,145 7 6,138  24,597

7  うち物件費（△） 5,893 △345 6,238  24,070

8 実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 3,833 △2,503 6,336  25,532

9  コア業務純益 3,601 1,065 2,536  16,477

10  国債等債券損益 232 △3,567 3,799  9,055

11 一般貸倒引当金繰入額（△）  ① 2,506 2,506 ―  3,418

12 業務純益 1,327 △5,009 6,336  22,113

13 臨時損益 △5,796 △724 △5,072  △16,365

14  うち不良債権処理額（△）  ② 2,849 △1,309 4,158  10,965

15   うち偶発損失引当金戻入益 △47 △47 ―  ―

16   うち償却債権取立益 △117 △117 ―  ―

17  うち株式等関係損益 △1,709 △1,002 △707  △1,422

18 経常利益 △4,468 △5,732 1,264  5,748

19 特別損益 △42 △1,763 1,721  801

20  うち償却債権取立益 ③ ― △187 187  1,189

21  うち貸倒引当金戻入益 ④ ― △1,650 1,650  ―

22 税引前四半期純利益 △4,511 △7,496 2,985  6,549

23 法人税等合計（△） △1,124 △1,031 △93  228

24  法人税、住民税及び事業税（△） 21 0 21  86

25  法人税等調整額（△） △1,145 △1,030 △115  141

26 四半期純利益 △3,386 △6,465 3,079  6,321

27 与信関連費用 ①＋②－③－④ 5,355 3,035 2,320  13,194
 

（注）１．平成 22 年６月期及び平成 23 年３月期については、旧泉州銀行の平成 22 年４月１日から平成 22 年４月 30 日までの計数を合算 

して表示しております。 

   ２．従来、「引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、特別損益に計上しておりましたが、「金融商品会計に関する実務指針」(日

本公認会計士協会会計制度委員会報告第 14 号)に基づき、平成 23 年６月期より、臨時損益として、不良債権処理額の控除項目と

して表示しております。 
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２．主要勘定の状況 

  

 池田泉州銀行【単体】 

 

（１）預金、貸出金、有価証券等残高 

 

 

 

 

 

 ① 期末残高 

（百万円） 

 23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末 

  23 年３月末比 22 年６月末比   

預 金 4,393,433 36,428 92,160 4,357,005 4,301,273 

貸 出 金（ⅰ） 3,453,320 △59,071 22,971 3,512,391 3,430,349 

有価証券 1,271,006 189,441 81,529 1,081,565 1,189,477 

 うち私募債(ⅱ)※ 26,617 △1,115 △6,348 27,732 32,965 

（ⅰ）＋（ⅱ） 3,479,937 △60,187 16,622 3,540,124 3,463,315 

※保証協会保証付私募債と銀行保証付私募債の時価評価後の合計残高です。 

   

 ② 期中平均残高 

（百万円） 

23 年６月期   23 年３月期 22 年６月期 
 

 23 年３月期比 22 年６月期比   

預 金 4,368,145 82,407 88,243 4,285,738 4,279,902

貸 出 金 3,463,689 18,971 21,618 3,444,718 3,442,071

有価証券 1,217,571 34,719 △33,428 1,182,852 1,250,999

 

（参考１）預金の種類別内訳（期末残高） 

（百万円） 

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末 
 

 23 年３月末比 22 年６月末比   

個人預金 3,580,782 18,119 24,358 3,562,663 3,556,424 

法人預金 812,650 18,308 67,802 794,342 744,848 

 一 般 法 人 688,195 △26,204 42,916 714,399 645,279  

金 融 機 関 10,684 △9,442 1,947 20,126 8,737  

公 金 113,770 53,955 22,939 59,815 90,831 

合 計 4,393,433 36,428 92,160 4,357,005 4,301,273 

 うち外貨預金 14,885 △1,023 2,394 15,908 12,491 

 

 預金残高は、個人預金・法人預金ともに順調に増加し、23 年６月末残高は 22 年６月末比 921 億円増加し、４

兆 3,934 億円となりました。また、貸出金残高は事業性貸出を中心に 22 年６月末比 229 億円増加し、３兆 4,533

億円となりました。 
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（参考２）貸出金の種類別内訳（期末残高） 

（百万円） 

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末  

 23 年３月末比 22 年６月末比   

貸 出 金 3,453,320 △59,071 22,971 3,512,391 3,430,349 

事業性貸出 1,669,716 △46,613 51,211 1,716,329 1,618,505 

個人ローン 1,783,603 △12,458 △28,240 1,796,061 1,811,843 

 住宅ローン 1,743,952 △9,947 △14,637 1,753,899 1,758,589 
 

 その他ローン 39,651 △2,511 △13,603 42,162 53,254 

 

（参考３）中小企業等貸出金残高・比率 

（百万円、％） 

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末  

 23 年３月末比 22 年６月末比   

中小企業等貸出金残高 2,889,797 △49,965 △29,878 2,939,762 2,919,675

中小企業等貸出金比率 83.68 △0.01 △1.43 83.69 85.11

 

（２）投資信託・公共債・生命保険 

 

 

 

 

 

 ① 預かり資産販売額 

               （百万円）  

 23 年６月期  22 年６月期 

  22 年６月期比  

投資信託販売額 25,733 3,157 22,576

公共債販売額 1,806 833 973

生命保険販売額 19,687 △2,779 22,466

合計 47,226 1,210 46,016

※ 生命保険販売額については、集計方法の一部見直しにより、過年度との比較の観点から、過去に遡り変更した計数と

の比較を記載しております。 

 

 ② 預かり資産残高 

                                              （百万円） 

 23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末 

  23 年３月末比 22 年６月末比   

投資信託預かり資産残高 212,307 △4,585 △15,534 216,892 227,841 

公共債預かり資産残高 67,345 △3,909 △10,762 71,254 78,107 

 

 投資信託預かり資産残高は、株式相場の低迷の影響を受け、投資信託の時価が下落したことにより減少しま

したが、投資信託販売額は順調に増加いたしました。 
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３．自己資本比率の状況 

 

 

   

 
 
（１）池田泉州ホールディングス（第二基準） 

（百万円） 

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末  

  （速報） 23 年３月末比 22 年６月末比   

自己資本比率（％） 10.71 △0.09 0.32 10.80 10.39

 基本的項目（TierⅠ） 178,615 △4,345 △6,207 182,960 184,822

  TierⅠ比率（％） 7.30 △0.11 △0.28 7.41 7.58

自己資本 262,015 △4,492 8,684 266,507 253,331

リスク・アセット等 2,445,412 △22,001 8,921 2,467,413 2,436,491

総所要自己資本額 97,816 △880 357 98,696 97,459

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 
 
 
（２）池田泉州銀行（国内基準） 

 ① 単体 
（百万円）       

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末  

  （速報） 23 年３月末比 22 年６月末比   

自己資本比率（％） 10.49 △0.05 0.32 10.54 10.17

 基本的項目（TierⅠ） 170,441 △3,386 △6,379 173,827 176,820

  TierⅠ比率（％） 7.04 △0.08 △0.29 7.12 7.33

自己資本 253,960 △3,521 8,672 257,481 245,288

リスク・アセット等 2,419,327 △21,473 8,178 2,440,800 2,411,149

総所要自己資本額 96,773 △859 328 97,632 96,445

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 
  
② 連結 

（百万円） 

23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末  

  （速報） 23 年３月末比 22 年６月末比   

自己資本比率（％） 10.50 △0.03 0.36 10.53 10.14

 基本的項目（TierⅠ） 173,444 △2,978 △5,086 176,422 178,530

  TierⅠ比率（％） 7.09 △0.05 △0.23 7.14 7.32

自己資本 256,846 △3,127 9,811 259,973 247,035

リスク・アセット等 2,445,876 △22,205 10,009 2,468,081 2,435,867

総所要自己資本額 97,835 △888 401 98,723 97,434

※ 総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。 
 

 池田泉州ホールディングスの連結自己資本比率は 10.71％となり、国内基準行に求められる水準（４％）

を十分に上回っております。また、子銀行においても、十分な自己資本比率を維持しております。 
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４．有価証券の評価損益の状況 
  

 池田泉州銀行【単体】 

  

（１） 満期保有目的の債券（時価のあるもの） 

                                                （百万円）       

23年６月末 22年６月末 

    

 

四半期貸借対

照表計上額 
時価 差額 

うち益 うち損

四半期貸借対

照表計上額
時価 差額 

うち益 うち損

国債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

地方債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

社債 48,712 49,369 656 659 2 43,549 44,187 637 665 28

その他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

合 計 48,712 49,369 656 659 2 43,549 44,187 637 665 28

  

23年３月末 

  貸借対照表

計上額 
時価 差額 

うち益 うち損

― ― ― ― ―

― ― ― ― ―

49,198 49,793 594 612 17

― ― ― ― ―

49,198 49,793 594 612 17

 

（２） その他有価証券（時価のあるもの） 

（百万円） 

23年６月末 22年６月末 

    

 

取得原価 
四半期貸借対

照表計上額 
評価差額 

うち益 うち損
取得原価

四半期貸借対

照表計上額
評価差額 

うち益 うち損

株式 61,419 54,506 △6,913 3,563 10,477 66,191 60,142 △6,048 2,614 8,663

債券 694,090 706,107 12,017 12,185 167 664,160 680,682 16,522 16,527 5

 国債 403,387 412,877 9,489 9,489 － 431,118 444,197 13,079 13,079 0

 地方債 84,580 85,320 739 742 2 89,297 90,358 1,060 1,063 3

 社債 206,121 207,909 1,787 1,953 165 143,743 146,126 2,382 2,384 1

その他 462,478 450,625 △11,853 4,242 16,096 405,700 393,758 △11,942 7,314 19,257

合 計 1,217,988 1,211,238 △6,749 19,991 26,741 1,136,052 1,134,583 △1,469 26,456 27,925

  

23年３月末 

  
取得原価

貸借対照表

計上額 
評価差額 

うち益 うち損

63,460 56,818 △6,641 3,664 10,306

583,089 593,947 10,858 11,433 575

338,392 347,546 9,154 9,352 198

83,696 84,323 626 638 12

161,000 162,078 1,077 1,442 364

387,345 370,297 △17,048 2,248 19,296

1,033,895 1,021,063 △12,831 17,346 30,178
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５．金融再生法開示債権の状況 
 

池田泉州銀行【単体】 

（百万円、％） 

 23 年６月末   23 年３月末 22 年６月末 

  23 年３月末比 22 年６月末比   

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 12,338 △1,645 △4,897 13,983 17,235

危険債権 46,055 4,490 1,911 41,565 44,144

要管理債権 6,992 △468 1,740 7,460 5,252

合計（Ａ） 65,387 2,378 △1,246 63,009 66,633

正常債権 3,441,846 △62,906 11,289 3,504,752 3,430,557

総与信残高（Ｂ） 3,507,234 △60,527 10,044 3,567,761 3,497,190

      

開示債権比率(Ａ)/(Ｂ) 1.86 0.10 △0.04 1.76 1.90
      

（参考）部分直接償却額      

部分直接償却額 58,042 868 3,284 57,174 54,758

 

（注）債権額・・・・・・・・・・貸出金、外国為替、未収利息、支払承諾見返、仮払金、銀行保証付私募債、注記されている貸付有価証券

 「破産更生債権及び 

これらに準ずる債権」 
・・自己査定における債務者区分「破綻先」及び「実質破綻先」に対する全債権。 

 「危険債権」・・・・・・・・自己査定における債務者区分「破綻懸念先」に対する全債権。 

 「要管理債権」・・・・・・・自己査定における債務者区分「要注意先」のうち、債権毎の区分で「３カ月以上延滞債権」及び 

「貸出条件緩和債権」に該当する債権。 

 「正常債権」・・・・・・・・上記に掲げる以外のものに区分される債権。 

  ※銀行保証付私募債については、時価で計上しております。 

 




